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４号 永平寺町議会だより　(2)

　平成18年第５回定例会は、７月の町議選挙後最初の定例議会
で９月12日から25日までの14日間、開催されました。今年２月
13日の合併から町議会議員は、半年間の在任特例が適用されて
いましたが、20名の新体制でのスタートとなりました。�
　主な案件は、17年度決算審議のため、決算特別委員会を設置。
また各会計の９月補正予算を審議し、何れも可決されました。�

�議案第46号� 平成17年度永平寺町一般会計及び特別会計の決算認定� 委員会付託�
�議案第47号� 平成17年度永平寺町上水道事業会計の決算認定� 委員会付託�
�議案第48号� 平成18年度永平寺町一般会計補正予算� 可　　　決�
�議案第49号� 平成18年度永平寺町国民健康保険事業特別会計補正予算� 可　　　決�
�議案第50号� 平成18年度永平寺町介護保険特別会計補正予算� 可　　　決�
�議案第51号� 平成18年度永平寺町簡易水道事業特別会計補正予算� 可　　　決�
�議案第52号� 平成18年度永平寺町農業集落排水事業特別会計補正予算� 可　　　決�
�議案第53号� 平成18年度永平寺町土地開発事業特別会計補正予算� 可　　　決�
�議案第54号� 平成18年度永平寺町上水道事業会計補正予算� 可　　　決�
�議案第55号� 永平寺町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の制定� 可　　　決�
�議案第56号� 永平寺町企業立地促進条例の制定� 可　　　決�
�議案第57号� 永平寺町重度心身障害者（児）医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定� 可　　　決�
�議案第58号� 永平寺町消防本部及び消防署の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定� 可　　　決�
�議案第59号� 永平寺町消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定� 可　　　決�
�議案第60号� 永平寺町消防本部消防職員定数条例の一部を改正する条例の制定� 可　　　決�
�議案第61号� 永平寺町消防団員の定員、任免、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定� 可　　　決�
�議案第62号� 福井県市町村消防団員等公務災害補償等組合規約の変更� 可　　　決�
�議案第63号� 永平寺町永平寺老人センターの指定管理者の指定� 可　　　決�
�議案第64号� 永平寺町永平寺デイサービスセンターの指定管理者の指定� 可　　　決�
�諮問第２号� 永平寺町人権擁護委員候補者の推薦� 適　　　任�
�発議第15号� 道路整備の促進と道路特定財源の確保に関する意見書の提出� 可　　　決�
�発議第16号� 行財政改革特別委員会の設置� 可　　　決�
�発議第17号� 交通安全都市宣言に関する決議� 可　　　決�
�陳情第３号� 『新字名に関わる請願』� 採　　　択�
�陳情第４号� 『トンネルじん肺根絶を国に対して求める陳情書』� 採　　　択�
�発議第18号� トンネルじん肺根絶を国に対して求める意見書の提出� 可　　　決�

議長　上田　　誠�

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　委員長　伊藤　博夫�

　新町になって、年度当初は骨格予算・６
月定例議会は政策的肉付け補正予算、９月
定例議会においては、国際交流事業等や豪
雨災害、制度改正による予期できなかった
ものが補正予算として上程されました。�
　特別委員会として、今後財政にどのよう
に影響を及ぼすか、財政事情が悪化しない
か、それが真にやむを得ないものかを、町
民の立場になって慎重なる審議を行い可決
いたしました。�

�� 補正額� 補正後予算�
一般会計�� 175,494� 8,355,742�
特別会計�� 160,057� 6,601,058�
� 国民健康保険事業� 62,538� 1,538,239�
� 老 人 保 健 事 業� 0� 2,422,362�
� 介　護　保　険 � 94,034� 1,365,240�
� 簡 易 水 道 事 業� 89� 197,811�
� 下 水 道 事 業� 0� 742,881�
� 農業集落排水事業� 2,559� 214,336�
� 土 地 開 発 事 業� 837� 120,189�
企業会計� 上 水 道 事 業� 1,890� 393,878�
合　　計�� 337,441� 15,350,678

★平成18年度９月補正予算� 単位:千円�
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総務費�
張家港市20周年記念祝典参列永平寺町代表団旅費等� 650�

「全国合併市町村　夢フェスタ2006」出展事業� 366�

永平寺支所電気料増� 2,368�

民生費�
後期高齢者医療広域連合設立準備委員会負担金� 1,018�

コミュニケーション支援事業� 100�

身体障害者住宅改造事業増� 3,200�

障害者支援センター設置関係� 1,028�

永平寺町老人センター指定管理者導入関係� 0�

介護保険特別会計繰出金増� 4,792�

松岡幼稚園園舎屋上防水工事� 1,150�

農林費�
食育推進事業関係� 500�

小舟渡２号用水工事負担金増� 2,200�

農業用施設災害復旧工事費� 1,700�

林道災害復旧工事費� 10,000

建設費�
えちぜん鉄道下暗渠移設測量設計工事委託料�  7,000�

道路新設改良工事増� 4,700�

町営住宅用火災報知機取付委託料� 1,765�

町営住宅ケーブルテレビ導入設備工事� 4,000�

急傾斜地対策事業工事費�  8,276�

道路橋梁施設災害復旧工事費� 2,000�

河川災害復旧事業関係� 4,915�

けやき台災害復旧工事費� 19,000�

農業集落排水事業特別会計繰出金� 2,559�

教育費�
松岡小学校耐震補強工事費� 53,786�

各小学校ケーブルテレビ対応工事� 1,036�

各中学校ケーブルテレビ対応工事� 442�

子ども安心３万人作戦活動補助金� 604�

石綿健康被害等防止工事� 2,617

★平成18年９月補正予算の主な内容★�
（単位:千円）�

★平成18年９月補正予算の主な内容★�

2006
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委
員
長
　
渡
辺
　
善
春�

　
平
成
十
八
年
九
月
二
十
二
日
午
後
二
時
三
十
分
か
ら
全

委
員
出
席
の
も
と
、
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
た
。
審

議
し
た
内
容
と
そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。�

�

一
　
議
案
第
55
号
　
永
平
寺
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

　
　
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て�

�
…
…
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た�

二
　
議
案
第
56
号
　
永
平
寺
町
企
業
立
地
促
進
条
例
の
制

　
　
定
に
つ
い
て�

…
…
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た�

三
　
議
案
第
58
号
　
永
平
寺
町
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の

　
　
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
　
制
定
に
つ
い
て�

…
…
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た�

四
　
議
案
第
59
号
　
永
平
寺
町
消
防
団
の
設
置
等
に
関
す

　
　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て�

�

…
…
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た�

五
　
議
案
第
60
号
　
永
平
寺
町
消
防
本
部
消
防
職
員
定
数

　
　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て�

�

…
…
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た�

六
　
議
案
第
61
号
　
永
平
寺
町
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、

　
　
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
　
制
定
に
つ
い
て�

…
…
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た�

七
　
議
案
第
62
号
　
福
井
県
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

　
　
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て�

�

…
…
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た�

八
　
諮
問
第
２
号
　
　
永
平
寺
町
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
　
の
推
薦
に
つ
い
て�

…
…
原
案
の
と
お
り
承
認
し
た�

九
　
請
願
の
取
扱
い
　
新
字
名
に
関
わ
る
請
願�
�

…
…
せ
せ
ら
ぎ
の
ま
ち
区
か
ら
の
請
願
を
採
択�

　
　
　
　
　 

す
る
こ
と
と
し
た�

十
　
交
通
安
全
都
市
宣
言
に
つ
い
て�

�

…
…
原
案
の
と
お
り
決
議
す
る
こ
と
と
し
た�

総
務
常
任
委
員
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
金
元
　
直
栄�

　
当
委
員
会
は
、
九
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
、
九
月
定

例
議
会
に
提
出
さ
れ
た
案
件
に
つ
き
審
議
し
ま
し
た
。�

　
議
案
第
五
七
号
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
案
件
は
、
法
の
改
定
に
よ

り
、
摘
要
を
重
度
障
害
者
全
体
に
拡
大
す
る
内
容
で
あ
る

こ
と
。�

　
議
案
第
六
三
・
六
四
号
、
永
平
寺
老
人
セ
ン
タ
ー
・
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
案
件
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
本
制
度
に
よ
る

管
理
を
委
託
す
る
も
の
。
し
か
し
、
法
に
よ
る
と
九
月
一

日
ま
で
に
指
定
管
理
へ
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に

遅
れ
て
い
る
こ
と
に
質
問
が
集
中
し
ま
し
た
。
原
因
は
、

合
併
の
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
、
法
的
に
は
問
題
な
い
と
の

説
明
さ
れ
る
こ
と
で
全
会
一
致
で
認
め
る
こ
と
と
し
た
。�

　
陳
情
の
扱
い
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
を
国
に
対

し
て
求
め
る
陳
情
書
を
受
け
、
同
主
旨
の
意
見
書
を
国
の

関
係
機
関
に
上
げ
る
こ
と
を
委
員
会
よ
り
提
案
す
る
と
全

会
一
致
で
決
め
ま
し
た
。�

　
そ
の
他
の
協
議
で
は
、�

○
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
へ
の
対
応
。�

○
永
平
寺
、
上
志
比
図
書
館
の
利
用
状
況
。
子
育
て
、
放

　
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
で
父
母
へ
の
行
政
の
対
応
の
在
り

　
方
。�

○
急
き
ょ
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
中
学
生
に
よ
る
青

　
少
年
海
外
派
遣
研
修
の
目
的
と
あ
り
方
。�

○
開
設
さ
れ
る
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
行
政
の
支
援

　
体
制
。
介
護
に
か
か
わ
る
各
種
事
業
等
へ
の
意
見
が
出

　
さ
れ
、
活
発
に
論
議
さ
れ
ま
し
た
。�

教
育
民
生
常
任
委
員
会�

産
業
建
設
常
任
委
員
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
南
保
　
秀
樹�

　
当
委
員
会
は
、
九
月
定
例
会
中
の
九
月
二
十
二
日
に
開

催
し
ま
し
た
。�

　
今
回
の
当
委
員
会
所
管
の
議
案
と
し
て
は
補
正
予
算
の

ほ
か
は
な
く
、
補
正
予
算
は
予
算
特
別
委
員
会
で
集
中
審

議
す
る
た
め
、
議
員
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
道
路

整
備
促
進
と
道
路
特
定
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
重
点
的
に
審
議
し
ま
し
た
。�

�

主
な
審
議
内
容�

一
、
道
路
整
備
促
進
と
道
路
特
定
財
源
の
確
保
に
関
す
る

　
　
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て�

　
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

は
県
下
の
全
て
の
市
町
議
会
に
お
い
て
こ
の
意
見
書
提
出

に
つ
い
て
可
決
し
た
。�

　
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
本
年
六
月
の
骨
太
方
針
に
盛
り
込

ま
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
先
送
り
さ
れ
年
内
の
決
着
と
な

る
予
定
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
も

う
一
度
こ
の
意
見
書
を
国
へ
提
出
い
た
だ
き
た
い
と
の
県

か
ら
の
要
望
で
あ
る
こ
と
が
行
政
か
ら
説
明
さ
れ
た
。�

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
全
委
員
が
理
解
を
示
し
全
会
一
致

で
可
決
す
る
こ
と
と
し
た
。�

�

二
、
そ
の
他�

　
そ
の
他
で
上
志
比
地
区
の
温
泉
、
福
祉
の
拠
点
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
、
吉
野
総
合
開
発
、
機
能
補
償
道
路
並
び

に
中
部
縦
貫
自
動
車
道
、
上
志
比
地
区
最
終
処
分
場
、
支

所
の
権
限
、
企
業
立
地
促
進
条
例
、
永
平
寺
口
周
辺
整
備
、

観
光
物
産
協
会
、
松
岡
観
音
跨
線
橋
及
び
ク
マ
の
出
没
に

つ
い
て
理
事
者
側
と
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。�
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第
五
回
定
例
会
に
お
い
て
、
十
六

名
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
、

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑

と
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

一
般
質
問
は
議
事
録
に
も
と
づ
き

質
問
議
員
が
ま
と
め
て
い
ま
す
。�

小
　
玉
　
益
　
雄�
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松
　
川
　
正
　
樹�
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南
　
保
　
秀
　
樹�

斉
　
藤
　
則
　
男�
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坂
　
本
　
伊
三
栄�
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竹
　
澤
　
一
　
敏�
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原
　
田
　
武
　
紀�

実質公債費比率は、基本的には分子に地方債の元利償還金
（公債費）を置き、分母に標準財政規模（別項）を置いて求め
る。従来と異なるのは、分子の元利償還金に上水道や交通な
ど公営企業の支払う元利償還金への一般会計からの繰り出
し金、ＰＦＩや一部事務組合等の公債費類似経費を参入するこ
とで、いわば連結決算の考え方を導入していることである。�
　この実質公債費比率が18％を超えると、地方債許可団体
に移行することとされている。すなわち、許可制度がかなり
広範に残ることになる。また、25％を超えると、単独事業の起
債が認められなくなり、起債制限団体となる。�
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上
　
坂
　
久
　
則�
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小
　
畑
　
　
　
伝�
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河
　
合
　
永
　
充�
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伊
　
藤
　
博
　
夫�
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酒
　
井
　
　
　
要�
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長
谷
川
　
茂
　
雄�
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金
　
元
　
直
　
栄�

松
　
倉
　
寛
　
治�



４号 永平寺町議会だより　(20)

滝
　
波
　
登
喜
男�



(21)　永平寺町議会だより ４号

　この選挙で初当選した４名の議員による研
修が行われています。先輩議員と足並みをそ
ろえられるようにと月１回の予定で、実施さ
れております。�
　これまでに、第１回目は、議員としての心
構えと、議員活動について。�
　第２回目は、管内の学校や、公共施設等の
実施研修。�
　第３回目は、役場の行政組織についての研
修と、３回の実務研修を実施いたしました。�



４号 永平寺町議会だより　(22)

　
先
日
、
永
平
寺
町

戦
没
者
追
悼
式
に
参

列
し
ま
し
た
。�

　
多
く
の
方
が
日
本

を
想
い
、
故
郷
を
想
い
、

家
族
を
想
い
、
亡
く

な
ら
れ
ま
し
た
。
な
が
い
歴
史
の
な
か

で
、
永
平
寺
町
の
地
を
故
郷
と
し
、
愛

し
た
人
は
何
十
万
人
と
な
る
で
し
ょ
う
。

今
、
私
た
ち
は
こ
の
時
代
に
、
先
人
か

ら
受
け
継
い
だ
、
永
平
寺
町
で
生
活
し

て
い
ま
す
。
先
人
の
想
い
を
忘
れ
ず
、

未
来
の
永
平
寺
町
民
に
今
の
私
た
ち
と

同
じ
気
持
ち
で
振
り
返
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
誇
れ
る
町
に
し
て
い
き
た
い

と
感
じ
ま
し
た
。�

　
町
民
皆
様
の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
合
永
充
　
記
）�

編�集�
後�記�

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員�

�

委 

員 

長
　
小
　
畑
　
　
　
伝�

�

副
委
員
長
　
河
　
合
　
永
　
充�

�

委
　
員
　
松
　
川
　
正
　
樹�

�

〃
　
　
原
　
田
　
武
　
紀�

�

〃
　
　
金
　
元
　
直
　
栄�

�

〃
　
　
斉
　
藤
　
則
　
男�

�

〃
　
　
滝
　
波
　
登
喜
男�

�

〃
　
　
坂
　
本
　
伊
三
栄�

�

〃
　
　
上
　
田
　
　
　
誠�

農業用水改良工事視察�

友好交流調印式�

松岡中学校機械室アスベスト除去状況視察�

　上記のとおり、永平寺町議会は９月定例会において「交通安全
都市宣言に関する決議」を全会一致で可決、交通事故のない明
るい社会づくりに取り組むことを宣言し、決意を新たにしました。�

　
旧
松
岡
町
と
中
国
張
家
港
市

と
の
間
に
は
友
好
交
流
の
締
結

が
結
ば
れ
て
お
り
、
幾
度
と
な

く
お
互
い
の
交
流
が
な
さ
れ
て

き
ま
し
た
。�

　
今
回
同
市
の
二
十
周
年
の
記

念
祝
典
事
業
へ
の
招
待
と
、
新

永
平
寺
町
と
の
新
た
な
友
好
交

流
の
締
結
協
議
書
の
提
携
の
申

し
入
れ
に
対
し
て
町
の
代
表
団
と
、

同
町
日
中
友
好
協
会
の
代
表
団

が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
調
印
式
で
は
、
同
市
と
こ
れ

ま
で
の
友
好
を
確
認
し
、
今
後
益
々

の
友
好
関
係
を
深
め
合
う
こ
と

を
約
束
し
て
新
た
に
締
結
協
議

書
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。�

　
翌
日
は
、
二
十
周
年
式
典
開

幕
式
に
同
席
し
た
来
賓
の
中
国

政
府
要
人
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
そ
し
て
丸
亀
市
か

ら
の
代
表
団
と
と
も
に
参
加
し

ま
し
た
。�

　
式
典
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、

華
や
か
さ
は
中
国
独
自
の
も
の

で
あ
り
、
同
市
の
意
気
込
み
を

感
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。�

　
視
察
で
は
、
生
態
園
、
東
渡
苑
、

保
税
区
、
港
、
そ
し
て
学
校
で

は
今
後
を
担
う
で
あ
ろ
う
学
校

間
で
の
子
供
た
ち
の
交
流
が
約

束
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
変
意
義

深
い
も
の
が
あ
る
と
確
信
し
ま

し
た
。�

　
日
中
友
好
協
会
の
訪
中
団
は

西
安
に
向
か
い
、
別
行
動
と
な

り
ま
し
た
が
、
参
加
者
全
員
が
、

ま
ず
は
『
友
好
あ
り
き
』
が
始

ま
り
で
あ
り
、
重
要
で
あ
る
こ
と
。

そ
し
て
、
継
続
し
、
深
め
合
う

大
切
さ
を
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。�

　
今
後
の
永
平
寺
町
と
、
張
家

港
市
の
発
展
、
繁
栄
に
つ
な
が

る
訪
中
事
業
と
な
っ
た
こ
と
を

確
信
い
た
し
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
（
上
田
　
誠
）�華やかな式典�

交通安全都市宣言に関する決議�


